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勤労者のみなさんへ

労働組合のない職場で

　　働く人々の融資

　
新
潟
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の

保
証
に
よ
り
、
労
働
者
で
あ
つ
て
次

の
よ
う
な
方
が
労
働
金
庫
か
ら
融
資

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
勤
務
先
に
労
働
組
合
が
な
い
。

▽
労
働
組
合
が
あ
っ
て
も
、
労
働
金

　
庫
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
。

▽
労
働
金
庫
に
加
入
し
て
い
て
も
、

　
管
理
職
等
の
た
め
労
働
金
庫
を
利

　
用
で
き
な
い
。

◎
融
資
に
は
全
て
財
団
法
人
新
潟
県

労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
が
つ

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
財
団
法
人
新
潟
県
労

働
者
信
用
基
金
協
会

費
〇
二
五
二
（
二
八
）
三
四
一
一

　
こ
の
協
会
は
、
県
及
び
市
長
会
、

町
村
長
会
、
労
働
金
庫
等
の
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（57．4．12現在）

種　　　類 用　　　途 融　資　額 金　　利

住　　　宅

ロ　　ー　　ン

新築・増改築
土　　　　　地

家　屋　購　入

2，000万円

　以内

年7．80％

～8．40％

暮らしの
ロ　　ー　　ン

（不動産担保）

物資購入・教
育・冠婚葬祭
レジャー資金等

1，000万円

　以内

年8．30％

～9．05％

暮らしの
ロ　　ー　　ン

（無　担　保）

物資購入・教
育・冠婚葬祭
レジャー資金等

100万円

以内
年10．9％

制　度　名 貸付限度 貸付期間 利　率 保証人等

産業育成資金
万円

300

以内

1年

（年）

6．85
1名以上必要

国民金融公庫 1，800
運　5年

設　7年
8．2 〃

経営改善資金 350
運　3年

設　4年
7．0 不　要

環境貸付 3，000 10年 8．2 1名以上必要

進学貸付 50 修業年限 8．2 〃

第四商工

　　　ローン
300 3年

8．6

～8．9
〃
〃

相談や申込、受付は商工会へ

昭和57年9月5日1””””川1”””1

　　　　　　　　　　　　一東北電カー

9月1b日（木）　　　12時から午後4時まで

（天水越、天水島、中坪）

9月29日（水）　午前10時から午後4時まで

（浦田地区の全域）

10月7日（木）　午前9時から午後1時まで

（上蝦池、下蝦池、五十子平、坪野、赤倉、

東山、藤倉、東川、中尾）

就業構造基本調査

9月下旬上川手で

　
十
月
一
日
現
在
で
、
総
理
府
統
計

局
の
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
が
全

国
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
は
、
上
川
手
地
区
の

（
橋
詰
を
除
く
）
約
十
五
世
帯
が
選

ば
れ
、
こ
れ
ら
の
世
帯
に
、
九
月
下

旬
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
ふ
だ
ん

の
就
業
、
不
就
業
の
状
態
な
ど
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
も
の
で
、
ふ
だ
ん

仕
事
を
し
て
い
る
方
に
は
、
そ
の
仕

事
に
つ
い
て
の
事
項
を
、
ま
た
、
仕

事
を
し
て
い
な
い
方
に
は
、
仕
事
を

し
た
い
と
思
う
か
ど
う
か
、
と
い
っ

た
意
識
な
ど
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
統
計

は
、
国
や
地
方
の
雇
用
対
策
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
の
仕
事
や
生
活
に
か
か

わ
る
政
策
を
作
り
、
実
行
す
る
の
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
、
法
律
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
個
人
や

世
帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

戸
籍
の
明
暗
八
月

口
お
く
や
み

布
施
周
作
㈹
（
黒
倉
・
二
枚
田
）

小
野
塚
イ
シ
㈹
（
藤
原
・
黒
倉
口
）

南
雲
藤
九
郎
㈹
（
西
之
前
・
藤
九
郎
）

高
橋
忠
作
㈱
（
湯
本
・
板
屋
）

布
施
重
太
郎
㈹
（
黒
倉
・
向
山
）

小
野
塚
光
男
個
（
東
川
・
上
州
や
）

※
婚
姻
、
出
生
な
し

　　　　　　　No．80

198210／5

容報

り強調月間
　　「体力つくり強調月間」は、国民一人ひとりが体力つくりの重

　　要性を認識し体力つくり実践活動を高めるために設けたものです

　　　松之山町では、10月10日「体育の日」に町内を一周する駅伝

　　大会が行なわれます。

体力つく

1　1日一3旧

女2，505人　□発行　新潟県　松之山町　□編集　議会事務局男2，376人人口4，881人10 月1日
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昭和57年度一般会計予算（第2回）

　　　　　4，925万円追加補正

町
道
・
林
道
の

災
害
復
旧
に
五

　
昭
和
五
十
七
年
度
第
五
回
町
議
会

定
例
会
が
九
月
二
十
八
日
、
二
十
九

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し

た
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
町
会
計
決
算
の

認
定
（
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
）
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
十
議
案
が
審
議
さ
れ
可

　
　
　
一
五
万
円

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
圃
場
整
備
の
補
助

金
ア
ッ
プ
、
駅
伝
大
会
、
ス
キ
！
場

建
殼
問
題
な
ど
に
つ
い
て
三
議
員
さ

ん
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
二
十
八
日
、
浦
田
小
学
校
四
年
生

の
皆
さ
ん
が
役
場
見
学
の
た
め
訪
れ

議
会
の
模
様
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

10議案を審議した9月定例議会（9月28日）

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

◇
総
務
費

○
役
場
改
造
工
事
　
　
　
　
玉
O
万
円

○
テ
レ
ビ
難
視
聴
解
消
補
助

（
松
里
地
区
の
共
同
ア
ン
テ
ナ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
一
〇
二
万
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
事
業
補
助

（
湯
本
、
文
化
活
動
育
成
会
の
子
供

　
用
祭
み
こ
し
）
　
　
　
　
二
8
万
円

◇
民
生
費

○
松
里
保
育
所
敷
地
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
舗
装
工
事
　
　
　
　
　
　
究
万
円

◇
労
働
費

○
臨
時
雇
賃
金
　
　
　
　
　
七
三
万
円

◇
農
林
水
産
業
費

○
農
業
祭
（
消
耗
品
、
備
品
購
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
。
万
円

○
牧
柵
、
有
刺
鉄
線
　
　
　
翌
万
円

○
畜
舎
建
設
補
助
金
　
　
　
七
〇
万
円

○
高
度
集
団
化
モ
デ
ル
事
業
補
助

　
（
浦
田
粗
飼
料
生
産
組
合
）
豊
七
万
円

○
林
構
、
作
業
道
開
設
（
天
水
越
地

　
内
七
二
〇
椛
）
　
　
　
一
、
三
冒
万
円

　
　
自
治
功
労
で

　
九
月
二
十
八
日
、
議
会
開
会
前
に

町
村
議
会
議
員
に
十
年
以
上
在
職
の

自
治
功
労
者
七
人
に
対
し
て
県
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
の
表
彰
伝
達
が
あ

り
ま
し
た
。

　
な
お
県
下
の
表
彰
の
状
況
は
、
議

会
議
長
五
年
以
上
在
職
者
五
名
、
町

村
議
会
議
員
十
年
以
上
在
職
者
二
九

六
名
、
町
村
議
会
議
員
二
十
年
以
上

主
な
使
い
み
ち

　
○
坪
野
地
区
県
単
基
盤
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蓼
万
円

　
◇
商
工
費

　
○
浦
田
温
泉
増
堀
工
事
一
、
一
吾
万
円

　
○
ス
キ
ー
場
建
設
事
業
（
排
水
工
事
、

　
　
物
件
補
償
）
　
　
　
　
六
邑
万
円

　
◇
教
育
費

　
○
松
之
山
小
、
校
長
住
宅
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章
二
万
円

　
○
松
之
山
中
、
体
育
館
床
張
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杢
万
円

　
O
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
費
（
賃
金
、

　
　
整
地
重
機
借
上
料
等
）
　
二
究
万
円

　
◇
災
害
復
旧
費

　
○
町
道
災
害

　
　
　
建
設
機
械
借
上
料
　
　
一
8
万
円

　
　
　
由
尾
田
麦
立
線
、
災
害
復
旧

　
　
　
（
田
麦
立
地
内
）
　
　
二
8
万
円

　
　
　
　
応
急
対
策
原
材
料
　
六
〇
万
円

　
○
林
道
災
窒
口

　
　
中
原
、
大
厳
寺
線
、
災
害
復
旧

　
　
（
中
原
地
内
）
　
　
　
　
　
一
邑
万
円

議
員
七
名
表
彰

在
職
者
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
議
会
の
表
彰
者

　
　
小
野
塚
熊
男
議
員

　
　
竹
内
徳
次
郎
議
員

　
　
村
山
　
佐
一
議
員

　
　
竹
内
平
八
郎
議
員

　
　
山
岸
　
繁
勝
議
員

　
　
相
沢
　
善
一
議
員

　
　
村
山
　
正
英
議
員

掃“【3】”””1””1”1””””II”””ll”1”””””II”IIII”iIII””1”II””””1”1”””llll””1”1”””“lll9”””Illl”””1””””II”lllll””1”lll111”広報まつのやまNα80

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
当
初
二
十
一
億
四
五
五
九

万
八
千
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
九

回
の
補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算
額
は
■

二
十
三
億
〇
三
六
〇
万
八
千
円
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
下

記
グ
ラ
フ
の
通
り
で
あ
る
。

　
歳
入
で
は
国
庫
支
出
金
が
前
年
度

比
較
二
二
％
、
二
億
六
千
万
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
商
工
会
館
建
設
に
伴
う

補
助
金
の
支
出
が
あ
っ
た
為
、
商
工

費
が
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
末
の
町
債
（
借

金
）
現
在
高
は
一
九
億
五
千
万
円
に

達
し
町
民
一
人
当
り
三
十
九
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
負
担
は
二
億
五
千
万
円

16，696円
亀担

58千円6．3％
≧及び負担金

1千円3．6％

斗及び手数料

1千円0．3％

更入

4千円0．8％

歳入
23億1，33

地方譲与税など
152，832干円6．6％

地方交付税

1，016，618千円

43．9％

　　国厳出金　灘
　24軌802千円羅ξ
　　　　1③8％　盤
町債

346，400千円
15．。％　　歳入

　　　県支出金

　293，189千円

　　　12．7％

歳出
22億5，730万5，209円
　　　　　　　　　　議会費
　　　　　　　　　　43，428千円1．9％

辮臨唾巫
労働費その他

8，128千円0．3％

衛生費

90，523千円4．O％

『78，257千円
　　3．5％ノぐ

　　　＼　　　　　　農林水産業費　＼

　民生費　　　　　　　533，187千円

191，285千円　　　　　　　　23．6％

　　　8．5％

鷲葛、千円　歳出

g．0％　　　　　　　　　土木費
　　　　総務費　　　　　　537，686千円

　218，135千円　　　　　　23．8％

乳7多撫ノ

産靱蟷薫コ
Q昭和56年度町会計決算の認定

　　一般会計決算

　　歳入23億1，335万6，696円
　　歳出22億5，730万5，209円
　　国保特別会計

　　　歳入　3億8、380万5，533円

　　　歳出　3億7，076万6）865円

　　簡水特別会計

　　　歳入　2億q192万2，928円
　　　歳出　2億0，020万5，686円
O昭和57年度一般会計補正予算（第2回）

　4，925万5千円を追加し総額23億q369
　万9千円とする。

O昭和57年度国保特別会計補正予算（第2回）

　総額3億9，097万1千円は変更ない（歳出内

　の補正の増減、高額療養費500万円追加し予

　備費を減）

O昭和57年度簡水特別会計補正予算（第1回）

　150万0千円を追加し総額5，087万6千円
　とする。

○災害弔慰金の支給と援護資金貸付け条例の一部

　改正。

　災害により負傷又は疾病にかかり、障害がある

　とき、災害障害見舞金を支給、世帯主150万

　円、その他75万円

O国保税条例の一部改正

　国保税率、所得割100分の4．74に資産割1

　00分の48，21に平等割一世帯11，324円
　に改正

0町営駐車場の設置及び管理条例の提出

　名称　奥信越広域駐車場

　位置　湯沢2411番地
　使用料　　1日500円

O財産の取得

　湿地ドーザー　予定価格9，45q　o　O　O円

　雪上車　　　　予定価格8，50q　o　O　O円

○町道の認定

　天水島地内鴨田線215伽認定

O農業委員の議会の推薦

　佐藤利幸さん（天水越）

O教育委員の任命

　大見勝平さん（下蝦池）

O固定資産評価審査委員
　石塚清丸さん（浦田）
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昭和57年度一般会計予算（第2回）

　　　　　4，925万円追加補正

町
道
・
林
道
の

災
害
復
旧
に
五

　
昭
和
五
十
七
年
度
第
五
回
町
議
会

定
例
会
が
九
月
二
十
八
日
、
二
十
九

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し

た
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
町
会
計
決
算
の

認
定
（
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
）
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
十
議
案
が
審
議
さ
れ
可

　
　
　
一
五
万
円

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
圃
場
整
備
の
補
助

金
ア
ッ
プ
、
駅
伝
大
会
、
ス
キ
！
場

建
殼
問
題
な
ど
に
つ
い
て
三
議
員
さ

ん
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
二
十
八
日
、
浦
田
小
学
校
四
年
生

の
皆
さ
ん
が
役
場
見
学
の
た
め
訪
れ

議
会
の
模
様
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

10議案を審議した9月定例議会（9月28日）

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

◇
総
務
費

○
役
場
改
造
工
事
　
　
　
　
玉
O
万
円

○
テ
レ
ビ
難
視
聴
解
消
補
助

（
松
里
地
区
の
共
同
ア
ン
テ
ナ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
一
〇
二
万
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
事
業
補
助

（
湯
本
、
文
化
活
動
育
成
会
の
子
供

　
用
祭
み
こ
し
）
　
　
　
　
二
8
万
円

◇
民
生
費

○
松
里
保
育
所
敷
地
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
舗
装
工
事
　
　
　
　
　
　
究
万
円

◇
労
働
費

○
臨
時
雇
賃
金
　
　
　
　
　
七
三
万
円

◇
農
林
水
産
業
費

○
農
業
祭
（
消
耗
品
、
備
品
購
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
。
万
円

○
牧
柵
、
有
刺
鉄
線
　
　
　
翌
万
円

○
畜
舎
建
設
補
助
金
　
　
　
七
〇
万
円

○
高
度
集
団
化
モ
デ
ル
事
業
補
助

　
（
浦
田
粗
飼
料
生
産
組
合
）
豊
七
万
円

○
林
構
、
作
業
道
開
設
（
天
水
越
地

　
内
七
二
〇
椛
）
　
　
　
一
、
三
冒
万
円

　
　
自
治
功
労
で

　
九
月
二
十
八
日
、
議
会
開
会
前
に

町
村
議
会
議
員
に
十
年
以
上
在
職
の

自
治
功
労
者
七
人
に
対
し
て
県
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
の
表
彰
伝
達
が
あ

り
ま
し
た
。

　
な
お
県
下
の
表
彰
の
状
況
は
、
議

会
議
長
五
年
以
上
在
職
者
五
名
、
町

村
議
会
議
員
十
年
以
上
在
職
者
二
九

六
名
、
町
村
議
会
議
員
二
十
年
以
上

主
な
使
い
み
ち

　
○
坪
野
地
区
県
単
基
盤
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蓼
万
円

　
◇
商
工
費

　
○
浦
田
温
泉
増
堀
工
事
一
、
一
吾
万
円

　
○
ス
キ
ー
場
建
設
事
業
（
排
水
工
事
、

　
　
物
件
補
償
）
　
　
　
　
六
邑
万
円

　
◇
教
育
費

　
○
松
之
山
小
、
校
長
住
宅
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章
二
万
円

　
○
松
之
山
中
、
体
育
館
床
張
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杢
万
円

　
O
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
費
（
賃
金
、

　
　
整
地
重
機
借
上
料
等
）
　
二
究
万
円

　
◇
災
害
復
旧
費

　
○
町
道
災
害

　
　
　
建
設
機
械
借
上
料
　
　
一
8
万
円

　
　
　
由
尾
田
麦
立
線
、
災
害
復
旧

　
　
　
（
田
麦
立
地
内
）
　
　
二
8
万
円

　
　
　
　
応
急
対
策
原
材
料
　
六
〇
万
円

　
○
林
道
災
窒
口

　
　
中
原
、
大
厳
寺
線
、
災
害
復
旧

　
　
（
中
原
地
内
）
　
　
　
　
　
一
邑
万
円

議
員
七
名
表
彰

在
職
者
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
議
会
の
表
彰
者

　
　
小
野
塚
熊
男
議
員

　
　
竹
内
徳
次
郎
議
員

　
　
村
山
　
佐
一
議
員

　
　
竹
内
平
八
郎
議
員

　
　
山
岸
　
繁
勝
議
員

　
　
相
沢
　
善
一
議
員

　
　
村
山
　
正
英
議
員
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昭
和
五
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、
当
初
二
十
一
億
四
五
五
九

万
八
千
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
九

回
の
補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算
額
は
■

二
十
三
億
〇
三
六
〇
万
八
千
円
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
下

記
グ
ラ
フ
の
通
り
で
あ
る
。

　
歳
入
で
は
国
庫
支
出
金
が
前
年
度

比
較
二
二
％
、
二
億
六
千
万
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
商
工
会
館
建
設
に
伴
う

補
助
金
の
支
出
が
あ
っ
た
為
、
商
工

費
が
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
末
の
町
債
（
借

金
）
現
在
高
は
一
九
億
五
千
万
円
に

達
し
町
民
一
人
当
り
三
十
九
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
負
担
は
二
億
五
千
万
円

16，696円
亀担

58千円6．3％
≧及び負担金

1千円3．6％

斗及び手数料

1千円0．3％

更入

4千円0．8％

歳入
23億1，33

地方譲与税など
152，832干円6．6％

地方交付税

1，016，618千円

43．9％

　　国厳出金　灘
　24軌802千円羅ξ
　　　　1③8％　盤
町債

346，400千円
15．。％　　歳入

　　　県支出金

　293，189千円

　　　12．7％

歳出
22億5，730万5，209円
　　　　　　　　　　議会費
　　　　　　　　　　43，428千円1．9％

辮臨唾巫
労働費その他

8，128千円0．3％

衛生費

90，523千円4．O％

『78，257千円
　　3．5％ノぐ

　　　＼　　　　　　農林水産業費　＼

　民生費　　　　　　　533，187千円

191，285千円　　　　　　　　23．6％

　　　8．5％

鷲葛、千円　歳出

g．0％　　　　　　　　　土木費
　　　　総務費　　　　　　537，686千円

　218，135千円　　　　　　23．8％

乳7多撫ノ

産靱蟷薫コ
Q昭和56年度町会計決算の認定

　　一般会計決算

　　歳入23億1，335万6，696円
　　歳出22億5，730万5，209円
　　国保特別会計

　　　歳入　3億8、380万5，533円

　　　歳出　3億7，076万6）865円

　　簡水特別会計

　　　歳入　2億q192万2，928円
　　　歳出　2億0，020万5，686円
O昭和57年度一般会計補正予算（第2回）

　4，925万5千円を追加し総額23億q369
　万9千円とする。

O昭和57年度国保特別会計補正予算（第2回）

　総額3億9，097万1千円は変更ない（歳出内

　の補正の増減、高額療養費500万円追加し予

　備費を減）

O昭和57年度簡水特別会計補正予算（第1回）

　150万0千円を追加し総額5，087万6千円
　とする。

○災害弔慰金の支給と援護資金貸付け条例の一部

　改正。

　災害により負傷又は疾病にかかり、障害がある

　とき、災害障害見舞金を支給、世帯主150万

　円、その他75万円

O国保税条例の一部改正

　国保税率、所得割100分の4．74に資産割1

　00分の48，21に平等割一世帯11，324円
　に改正

0町営駐車場の設置及び管理条例の提出

　名称　奥信越広域駐車場

　位置　湯沢2411番地
　使用料　　1日500円

O財産の取得

　湿地ドーザー　予定価格9，45q　o　O　O円

　雪上車　　　　予定価格8，50q　o　O　O円

○町道の認定

　天水島地内鴨田線215伽認定

O農業委員の議会の推薦

　佐藤利幸さん（天水越）

O教育委員の任命

　大見勝平さん（下蝦池）

O固定資産評価審査委員
　石塚清丸さん（浦田）
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竹
内
平
八
郎
議
員

大
厳
寺
高
原
を

　
　
　
花
菖
蒲
の
名
所
に

三
議
員
が
質
問

▽
圃
場
整
備
の
補
助
金
の
ア
ッ
プ
に

　
つ
い
て

　
年
々
工
事
費
が
あ
が
り
農
家
負

　
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

平
野
部
と
山
間
部
の
補
助
金
が
同

額
と
い
う
の
で
は
な
く
、
我
々
山

　
間
地
の
圃
場
整
備
事
業
の
補
助
金

　
を
増
額
す
る
よ
う
国
・
県
へ
お
願

　
い
し
て
も
ら
い
た
い
。

▽
大
厳
寺
高
原
の
美
化
に
つ
い
て

　
　
松
之
山
の
各
戸
に
は
い
ろ
い
ろ

　
な
花
菖
蒲
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
株

分
け
し
て
も
ら
い
、
大
厳
寺
高
原

　
の
池
の
囲
り
に
植
え
て
花
菖
蒲
の

名
所
に
し
て
は
ど
う
か
。

▽
田
麦
立
部
落
の
冷
害
に
つ
い
て

　
　
田
麦
立
地
区
の
稲
作
は
三
年
続

き
の
冷
害
を
受
け
た
が
、
高
原
野

菜
や
酪
農
等
を
考
え
て
は
ど
う
か

　
田
麦
立
に
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
こ

れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
懇
談
会

　
を
開
い
た
ら
ど
う
か
。

▽
公
務
員
給
与
に
つ
い
て

　
政
府
は
公
務
員
給
与
凍
結
の
方

　
針
で
あ
る
が
、
町
長
は
ど
う
対
処

す
る
か
。

▽
駅
伝
大
会
に
つ
い
て

　
　
十
月
十
日
の
駅
伝
大
会
は
農
繁

　
期
の
た
め
と
競
技
内
容
に
つ
い
て

　
の
批
判
も
出
て
お
り
、
来
年
か
ら

　
に
つ
い
て
は
再
検
討
し
て
も
ら
い

　
た
い
。

▽
松
之
山
部
落
内
の
消
雪
パ
イ
プ
と

流
雪
溝
に
つ
い
て

　
　
水
量
不
足
で
施
設
が
出
来
な
い

　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
調

　
査
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

▽
軍
備
の
増
強
に
つ
い
て

　
　
軍
事
費
の
増
大
に
つ
い
て
町
長

　
の
考
え
は
ど
う
か
。

田
辺
尚
二
議
員

駅
伝
大
会
は
農
繁
期
の

た
め
批
判
も
あ
る

　
　
　
　
再
検
討
を

▽
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
町
の
事
業
で
そ
の
計
画
と
実
施

　
に
あ
た
り
、
町
長
の
独
断
専
行
と

議
会
の
軽
視
が
み
ら
れ
な
い
か
。

　
総
合
計
画
で
定
め
た
農
業
、
福

祉
、
医
療
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

▽
冷
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
田
麦
立
は
深
刻
な
冷
害
を
繰
り

　かえし

て
い
る
が
、
こ
の
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

▽
浦
田
温
泉
の
掘
削
に
つ
い
て

　
浦
田
温
泉
の
掘
削
が
終
り
そ
の

結
果
は
思
わ
し
く
な
い
よ
う
だ
が

そ
の
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

　
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

▽
老
人
福
祉
に
つ
い
て

　
　
老
人
医
療
費
の
県
単
助
成
金
の

　
存
続
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
が

町
長
の
見
解
は
。

▽
公
共
事
業
の
発
注
と
入
札
に
つ
い

　
て
。

　
　
町
事
業
の
入
札
結
果
を
公
表
し

　
て
は
ど
う
か
。

高
橋
英
一
議
員

厳
し
い
出
稼
ぎ

　
　
そ
の
求
人
対
策
は

▽
町
債
に
つ
い
て

　
五
十
六
年
度
末
で
一
九
億
五
千

　万円、

町
民
一
人
当
り
約
四
十
万

円
の
多
額
な
借
金
（
起
債
）
と
な

　
っ
て
い
る
が
そ
の
内
容
と
今
後
の

　
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

▽
出
稼
ぎ
に
つ
い
て

　
　
景
気
の
低
滞
な
ど
で
今
年
の
出

　
稼
ぎ
は
厳
し
い
よ
う
だ
が
、
こ
の

　
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

▽
鏡
ケ
池
復
元
工
事
に
つ
い
て

　
　
鏡
ケ
池
復
元
工
事
費
五
十
万
円

　
が
予
算
に
の
っ
て
い
る
が
今
年
工

　
事
を
や
る
の
か
。
今
後
の
計
画
は

　
ど
う
な
る
の
か
。

▽
町
道
の
無
雪
化
に
つ
い
て

　
　
町
内
全
部
落
無
雪
に
な
る
の
は

　
い
つ
ご
ろ
か
。
現
在
の
状
況
と
今

　
後
の
除
雪
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

　
る
か
。

▽
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
農
業
者

　
年
金
に
つ
い
て

　
　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
六
十

才
で
請
求
す
る
と
減
額
さ
れ
る
が

満
額
も
ら
え
る
よ
う
に
政
府
に
お

願
い
し
て
は
ど
う
か
。

　
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金

を
も
ら
う
た
め
農
協
へ
移
譲
し
た

な
る
の
か
。

▽
中
尾
倉
下
セ
ギ
の
災
害
復
旧
に
つ

　
い
て

　
　
二
次
災
害
を
受
け
て
い
る
の
で

て
ほ
し
い
。

▽
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　
　
ス
キ
ー
場
の
計
画
は
慎
重
に
願

　
い
た
い
。
ス
キ
ー
場
の
運
営
方
法

　
と
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

朧
朧
朧
朧
韓
覇
朧
朧
韓
朧

採択された

請願・陳情

○
藤
原
部
落

　
　
町
道
藤
原
松
之
山
線
の
藤
原
部

　
落
内
を
舗
装
し
て
ほ
し
い
。

○
上
蝦
池
部
落

　
　
林
道
上
蝦
池
線
の
上
蝦
池
部
落

内
を
舗
装
し
て
ほ
し
い
。
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　役場の事務室がせまくなったため、庁舎と倉庫の間に増築を

しておりましたがこのほど完成し、9月24日から庁舎の各課の

配置と窓口が次のように変更されましたのでお知らせいたしま

す。

物　置
男
便
所

女
便
所

女
子
休
憩
室

湯
沸
室

和
　
室

宿
直
室

応
接
室

　
　
町
長
室

　
　
　
　
　
L
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竹
内
平
八
郎
議
員

大
厳
寺
高
原
を

　
　
　
花
菖
蒲
の
名
所
に

三
議
員
が
質
問

▽
圃
場
整
備
の
補
助
金
の
ア
ッ
プ
に

　
つ
い
て

　
年
々
工
事
費
が
あ
が
り
農
家
負

　
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

平
野
部
と
山
間
部
の
補
助
金
が
同

額
と
い
う
の
で
は
な
く
、
我
々
山

　
間
地
の
圃
場
整
備
事
業
の
補
助
金

　
を
増
額
す
る
よ
う
国
・
県
へ
お
願

　
い
し
て
も
ら
い
た
い
。

▽
大
厳
寺
高
原
の
美
化
に
つ
い
て

　
　
松
之
山
の
各
戸
に
は
い
ろ
い
ろ

　
な
花
菖
蒲
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
株

分
け
し
て
も
ら
い
、
大
厳
寺
高
原

　
の
池
の
囲
り
に
植
え
て
花
菖
蒲
の

名
所
に
し
て
は
ど
う
か
。

▽
田
麦
立
部
落
の
冷
害
に
つ
い
て

　
　
田
麦
立
地
区
の
稲
作
は
三
年
続

き
の
冷
害
を
受
け
た
が
、
高
原
野

菜
や
酪
農
等
を
考
え
て
は
ど
う
か

　
田
麦
立
に
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
こ

れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
懇
談
会

　
を
開
い
た
ら
ど
う
か
。

▽
公
務
員
給
与
に
つ
い
て

　
政
府
は
公
務
員
給
与
凍
結
の
方

　
針
で
あ
る
が
、
町
長
は
ど
う
対
処

す
る
か
。

▽
駅
伝
大
会
に
つ
い
て

　
　
十
月
十
日
の
駅
伝
大
会
は
農
繁

　
期
の
た
め
と
競
技
内
容
に
つ
い
て

　
の
批
判
も
出
て
お
り
、
来
年
か
ら

　
に
つ
い
て
は
再
検
討
し
て
も
ら
い

　
た
い
。

▽
松
之
山
部
落
内
の
消
雪
パ
イ
プ
と

流
雪
溝
に
つ
い
て

　
　
水
量
不
足
で
施
設
が
出
来
な
い

　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
調

　
査
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

▽
軍
備
の
増
強
に
つ
い
て

　
　
軍
事
費
の
増
大
に
つ
い
て
町
長

　
の
考
え
は
ど
う
か
。

田
辺
尚
二
議
員

駅
伝
大
会
は
農
繁
期
の

た
め
批
判
も
あ
る

　
　
　
　
再
検
討
を

▽
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
町
の
事
業
で
そ
の
計
画
と
実
施

　
に
あ
た
り
、
町
長
の
独
断
専
行
と

議
会
の
軽
視
が
み
ら
れ
な
い
か
。

　
総
合
計
画
で
定
め
た
農
業
、
福

祉
、
医
療
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

▽
冷
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
田
麦
立
は
深
刻
な
冷
害
を
繰
り

　かえし

て
い
る
が
、
こ
の
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

▽
浦
田
温
泉
の
掘
削
に
つ
い
て

　
浦
田
温
泉
の
掘
削
が
終
り
そ
の

結
果
は
思
わ
し
く
な
い
よ
う
だ
が

そ
の
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

　
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

▽
老
人
福
祉
に
つ
い
て

　
　
老
人
医
療
費
の
県
単
助
成
金
の

　
存
続
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
が

町
長
の
見
解
は
。

▽
公
共
事
業
の
発
注
と
入
札
に
つ
い

　
て
。

　
　
町
事
業
の
入
札
結
果
を
公
表
し

　
て
は
ど
う
か
。

高
橋
英
一
議
員

厳
し
い
出
稼
ぎ

　
　
そ
の
求
人
対
策
は

▽
町
債
に
つ
い
て

　
五
十
六
年
度
末
で
一
九
億
五
千

　万円、

町
民
一
人
当
り
約
四
十
万

円
の
多
額
な
借
金
（
起
債
）
と
な

　
っ
て
い
る
が
そ
の
内
容
と
今
後
の

　
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

▽
出
稼
ぎ
に
つ
い
て

　
　
景
気
の
低
滞
な
ど
で
今
年
の
出

　
稼
ぎ
は
厳
し
い
よ
う
だ
が
、
こ
の

　
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

▽
鏡
ケ
池
復
元
工
事
に
つ
い
て

　
　
鏡
ケ
池
復
元
工
事
費
五
十
万
円

　
が
予
算
に
の
っ
て
い
る
が
今
年
工

　
事
を
や
る
の
か
。
今
後
の
計
画
は

　
ど
う
な
る
の
か
。

▽
町
道
の
無
雪
化
に
つ
い
て

　
　
町
内
全
部
落
無
雪
に
な
る
の
は

　
い
つ
ご
ろ
か
。
現
在
の
状
況
と
今

　
後
の
除
雪
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

　
る
か
。

▽
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
農
業
者

　
年
金
に
つ
い
て

　
　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
六
十

才
で
請
求
す
る
と
減
額
さ
れ
る
が

満
額
も
ら
え
る
よ
う
に
政
府
に
お

願
い
し
て
は
ど
う
か
。

　
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金

を
も
ら
う
た
め
農
協
へ
移
譲
し
た

な
る
の
か
。

▽
中
尾
倉
下
セ
ギ
の
災
害
復
旧
に
つ

　
い
て

　
　
二
次
災
害
を
受
け
て
い
る
の
で

て
ほ
し
い
。

▽
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

　
　
ス
キ
ー
場
の
計
画
は
慎
重
に
願

　
い
た
い
。
ス
キ
ー
場
の
運
営
方
法

　
と
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

朧
朧
朧
朧
韓
覇
朧
朧
韓
朧

採択された

請願・陳情

○
藤
原
部
落

　
　
町
道
藤
原
松
之
山
線
の
藤
原
部

　
落
内
を
舗
装
し
て
ほ
し
い
。

○
上
蝦
池
部
落

　
　
林
道
上
蝦
池
線
の
上
蝦
池
部
落

内
を
舗
装
し
て
ほ
し
い
。
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　役場の事務室がせまくなったため、庁舎と倉庫の間に増築を

しておりましたがこのほど完成し、9月24日から庁舎の各課の

配置と窓口が次のように変更されましたのでお知らせいたしま

す。
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国民健康

ナ高額療養費の自已負担引き上

　
嬢
甜

塗
羅
、
　
　
　
　
き
　
鑛
萎
～

縣
・
　
灘
　
　
　
難

　
　
　
　
鱒
売
　
　
　
　
ぱ
κ
臆
欝
駄

・
難
雛
嚢

低
所
得
者
は
三
万
九
千
円
に

す
え
置
き
”

高
額
療
養
費
と
は
…

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
限
度

分
の
限
度
額
が
四
万
五
千
円
に
引
き

私
た
ち
が
病
気
、
ケ
ガ
を
し
た
と
　
　
額
が
三
万
九
千
円
か
ら
四
万
五
千
円

額
が
九
月
一
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ

き
に
保
険
医
療
機
関
で
国
保
を
つ
か
　
　
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
で
医
療
費
の
自
己
負
担
は
、
最
高

っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合
の
医
療
費
　
　
　
つ
ま
り
、
一
人
一
カ
月
、
一
つ
の

今
ま
で
、
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん

一
ヵ
月
三
万
九
千
円
で
す
ん
で
い
た

は
、
七
割
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
か
　
　
病
院
、
診
療
所
に
つ
い
て
四
万
五
千

に
か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己

も
の
が
、
こ
れ
か
ら
は
四
万
五
千
円

ら
、
自
己
負
担
分
は
三
割
で
す
む
わ
　
　
円
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た

負
担
分
と
し
て
、
一
人
、
一
カ
月
、

に
な
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
来
年
一

け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
を
全
額
国
保
負
担
と
い
う
こ
と
に

（
一
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
）
三
万

月
か
ら
は
五
万
一
千
円
に
引
き
上
げ

さ
ら
に
そ
の
三
割
の
自
己
負
担
分
　
　
な
っ
た
わ
け
で
す
。

九
千
円
以
上
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

ら
れ
ま
す
。

が
一
定
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
　
　
　
重
い
病
気
の
人
、
長
い
入
院
生
活

三
万
九
千
円
を
超
え
た
分
は
全
額
、

た
だ
し
、
低
所
得
者
（
住
民
税
の

え
た
分
は
全
額
、
高
額
療
養
費
と
し
　
　
の
人
な
ど
、
毎
月
の
医
療
費
の
自
己

国
民
健
康
保
険
か
ら
払
い
も
ど
さ
れ

非
課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
三
万
九

て
国
保
か
ら
払
い
も
ど
さ
れ
る
こ
と
　
　
負
担
が
大
き
い
人
に
と
っ
て
は
、
か

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

千
円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
な
り
の
負
担
増
に
な
る
こ
と
と
思
わ

九
月
一
日
か
ら
、
こ
の
自
己
負
担

今
度
、
こ
の
自
己
負
担
分
の
限
度
　
　
れ
ま
す
。

総
合
病
院
と
は

　
ど
う
い
う
病
院
で
す
か

　
五
つ
以
上
の
科
（
内
科
・
外
科
・

産
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
な

ど
）
と
検
査
施
設
を
持
ち
、
ベ
ッ
ト

数
が
百
床
以
上
あ
る
病
院
で
、
都
道

府
県
知
事
の
承
認
を
う
け
た
も
の
を

総
合
病
院
と
い
い
ま
す
。

　
な
お
、
ベ
ッ
ト
数
二
十
床
以
上
を

病
院
、
そ
れ
以
下
を
診
療
所
と
い
い

高
額
療
養
費
は

　
　
い
つ
払
い

　
　
　
も
ど
す
の
か

　
病
院
や
診
療
所
か
ら
国
保
に
提
出

さ
れ
る
「
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」

に
も
と
ず
い
て
高
額
療
養
費
を
計
算

し
払
い
も
ど
し
ま
す
。

「
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」
は
診
療

を
う
け
た
月
の
翌
々
月
に
国
保
に
届

き
ま
す
の
で
、
払
い
も
ど
し
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
00
　
　
　
　
　
た
と
え
ば
入
院
し
て
、
一
カ
月
五

　
　
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
円
　
臥
　
　
　
＋
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
た
と
し

　
　
　
　
　
　
0
0
　
1
0
　
　
　
ま
す
．

の
算

　
　
　
　
　
　
〇
四
　
＝

　
　
　
　
　
　
5
0
　
円
　
　
　
そ
の
う
ち
一
二
割
つ
ま
り
＋
五
万
円

費
　
　
　
司
㎜
　
　
が
自
己
負
担
分
で
す
．

養
計
　
㏄
弧
　
　
　
そ
の
自
己
負
担
分
か
西
万
五
千

療
　
　
　
豚
F
　
　
鍵
雑
講
響
罐
で
国
保
か

額
　
　
　
㎜
㎜
　
　
　
つ
ま
り
＋
五
万
円
支
払
い
、
あ
と

古
同
　
　
　
　
　
⑳
　
　
砿
　
　
　
　
で
十
万
五
千
円
が
国
保
か
ら
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
5
　
1
　
　
　
く
る
わ
け
で
す
。

ま
す
。

以
後
に
な
り
ま
す
。

Ill”1”“II””II“【7】””llllllII””lll”III”II”1“”””IIII””1“””“””llIIIllIll””””1”ll”””lll”1”1””III”III””Ill”！IIlllll”ll”lll“IIlllli”II””ll”1”広報まつのやま　“b80””Ill“”1”lll“1

翌己て日あ計で
月負入まる算の
が担院で月　し受
三金しののま診
　　　　　　　　　鴇
て入つまで合万
計院たせすは円
算しんんか　’で
さた退　○ら…合
れよ院た高日計
ま　う　し　だ額か六

すなてし療ら万
。場　”養月円
　合ま同費末を
　はた 一はま負
　’そ月支で担
　合こ内給のし
　わへにさ計た
　せ再いれ算場

がたよ十すに
最場う五　〇つ月

齢1源斜璽　　　　暦
月　’月　らか一日

糠奎鑑鶴　　　　　月
万費たのとと月　　　　　　　　　　ッ“
円のが十えし末　　　　　　　　　　」，
’自　つ五ばてま

と
に
計
算

一』

はのと院
’病しへた

蕪風殿　　ご病
病六Aにば瀦編斌　　と　院
盆蝶確　　に　・
説考離　　計診
てた円負B罐謬鶏　算療
　　　　　　　　　　所

　　局

　　額

自療
己養
負費
担
額
の
計
算
基
准
十

さ一一B万
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ナ高額療養費の自已負担引き上

　
嬢
甜

塗
羅
、
　
　
　
　
き
　
鑛
萎
～

縣
・
　
灘
　
　
　
難

　
　
　
　
鱒
売
　
　
　
　
ぱ
κ
臆
欝
駄

・
難
雛
嚢

低
所
得
者
は
三
万
九
千
円
に

す
え
置
き
”

高
額
療
養
費
と
は
…

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
限
度

分
の
限
度
額
が
四
万
五
千
円
に
引
き

私
た
ち
が
病
気
、
ケ
ガ
を
し
た
と
　
　
額
が
三
万
九
千
円
か
ら
四
万
五
千
円

額
が
九
月
一
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ

き
に
保
険
医
療
機
関
で
国
保
を
つ
か
　
　
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
で
医
療
費
の
自
己
負
担
は
、
最
高

っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合
の
医
療
費
　
　
　
つ
ま
り
、
一
人
一
カ
月
、
一
つ
の

今
ま
で
、
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん

一
ヵ
月
三
万
九
千
円
で
す
ん
で
い
た

は
、
七
割
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
か
　
　
病
院
、
診
療
所
に
つ
い
て
四
万
五
千

に
か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己

も
の
が
、
こ
れ
か
ら
は
四
万
五
千
円

ら
、
自
己
負
担
分
は
三
割
で
す
む
わ
　
　
円
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た

負
担
分
と
し
て
、
一
人
、
一
カ
月
、

に
な
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
来
年
一

け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
を
全
額
国
保
負
担
と
い
う
こ
と
に

（
一
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
）
三
万

月
か
ら
は
五
万
一
千
円
に
引
き
上
げ

さ
ら
に
そ
の
三
割
の
自
己
負
担
分
　
　
な
っ
た
わ
け
で
す
。

九
千
円
以
上
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

ら
れ
ま
す
。

が
一
定
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
　
　
　
重
い
病
気
の
人
、
長
い
入
院
生
活

三
万
九
千
円
を
超
え
た
分
は
全
額
、

た
だ
し
、
低
所
得
者
（
住
民
税
の

え
た
分
は
全
額
、
高
額
療
養
費
と
し
　
　
の
人
な
ど
、
毎
月
の
医
療
費
の
自
己

国
民
健
康
保
険
か
ら
払
い
も
ど
さ
れ

非
課
税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
三
万
九

て
国
保
か
ら
払
い
も
ど
さ
れ
る
こ
と
　
　
負
担
が
大
き
い
人
に
と
っ
て
は
、
か

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

千
円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
な
り
の
負
担
増
に
な
る
こ
と
と
思
わ

九
月
一
日
か
ら
、
こ
の
自
己
負
担

今
度
、
こ
の
自
己
負
担
分
の
限
度
　
　
れ
ま
す
。

総
合
病
院
と
は

　
ど
う
い
う
病
院
で
す
か

　
五
つ
以
上
の
科
（
内
科
・
外
科
・

産
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
な

ど
）
と
検
査
施
設
を
持
ち
、
ベ
ッ
ト

数
が
百
床
以
上
あ
る
病
院
で
、
都
道

府
県
知
事
の
承
認
を
う
け
た
も
の
を

総
合
病
院
と
い
い
ま
す
。

　
な
お
、
ベ
ッ
ト
数
二
十
床
以
上
を

病
院
、
そ
れ
以
下
を
診
療
所
と
い
い

高
額
療
養
費
は

　
　
い
つ
払
い

　
　
　
も
ど
す
の
か

　
病
院
や
診
療
所
か
ら
国
保
に
提
出

さ
れ
る
「
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」

に
も
と
ず
い
て
高
額
療
養
費
を
計
算

し
払
い
も
ど
し
ま
す
。

「
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」
は
診
療

を
う
け
た
月
の
翌
々
月
に
国
保
に
届

き
ま
す
の
で
、
払
い
も
ど
し
は
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
00
　
　
　
　
　
た
と
え
ば
入
院
し
て
、
一
カ
月
五

　
　
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
円
　
臥
　
　
　
＋
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
た
と
し

　
　
　
　
　
　
0
0
　
1
0
　
　
　
ま
す
．

の
算

　
　
　
　
　
　
〇
四
　
＝

　
　
　
　
　
　
5
0
　
円
　
　
　
そ
の
う
ち
一
二
割
つ
ま
り
＋
五
万
円

費
　
　
　
司
㎜
　
　
が
自
己
負
担
分
で
す
．

養
計
　
㏄
弧
　
　
　
そ
の
自
己
負
担
分
か
西
万
五
千

療
　
　
　
豚
F
　
　
鍵
雑
講
響
罐
で
国
保
か

額
　
　
　
㎜
㎜
　
　
　
つ
ま
り
＋
五
万
円
支
払
い
、
あ
と

古
同
　
　
　
　
　
⑳
　
　
砿
　
　
　
　
で
十
万
五
千
円
が
国
保
か
ら
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
5
　
1
　
　
　
く
る
わ
け
で
す
。

ま
す
。

以
後
に
な
り
ま
す
。
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松
之
山
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
有
志
の
夜
店
は
大
繁
盛

　
松
之
山
部
落
の
秋
祭
が
九
月
五
日

六
日
の
両
日
盛
大
に
行
わ
れ
、
趣
向

を
こ
ら
し
た
山
車
や
子
供
み
こ
し
が

目
抜
き
通
り
を
ね
り
歩
き
祭
気
分
を

も
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
夜
は
歩
行
者
天
国
に
地
元
有
志
の

夜
店
（
金
魚
す
く
い
・
焼
い
か
・
風

船
な
ど
）
が
並
び
農
協
加
工
所
前
広

場
で
は
じ
ん
ぎ
す
か
ん
祭
が
開
か
れ

民
踊
流
し
、
花
火
大
会
に
約
千
五
百

人
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
翌
日
六
日
は
公
会
堂
で
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
の
演
芸
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

祭の華夜空に大輪
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職

員
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▽
採
用
職
種
と
人
員

〇
一
般
事
務
　
　
　
男
子
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
一
名

（
経
理
、
文
書
、
受
付
、
庶
務
）

○
施
設
担
当
職
　
　
　
男
子
二
名

（
機
器
の
保
守
管
理
、
館
内
外
の
整

　
備
、
大
型
自
動
車
の
運
転
）

○
事
業
担
当
職

商
品
開
発
部
門
　
　
男
子
一
名

（
商
品
開
発
、
商
品
検
査
V

物
品
販
売
部
門
、
臨
時
雇
用
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

（
地
場
産
品
の
展
示
販
売
）

　
喫
茶
部
門
　
　
　
　
　
男
子
一
名

　
　
　
　
　
臨
時
雇
用
女
子
一
名

▽
受
験
資
格

　
十
日
町
市
及
び
中
魚
沼
郡
、
南
魚

　
沼
郡
、
松
代
町
、
松
之
山
町
に
住

所
を
有
す
る
人
。

〇
一
般
事
務
及
び
事
業
担
当
職
員

高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
で
昭
和

　
二
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
。

○
施
設
担
当
職
員

　
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
で
昭
和

　
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
人
。

▽
受
付
期
間

　
九
月
二
十
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
＋
月
＋
五
日
ま
で

▽
試
験
日

○
第
一
次
　
十
月
二
十
三
日
（
土
）

○
第
二
次
　
十
一
月
上
旬

▽
申
込
書
類

○
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
自
筆
）

○
卒
業
見
込
の
人
は
卒
業
見
込
証
明

　
書

○
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
見
込

　
者
は
前
年
の
も
の
）

○
住
民
票
の
謄
本
一
通

▽
申
込
書
提
出
先

〇
十
日
町
市
千
歳
町
三
丁
目
三
番
地

＋
日
町
市
役
所
内

　
財
団
法
人
、
十
日
町
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
局

〇
十
日
町
市
下
川
原
町

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

夕食は一日の総決算

　夕食には、一日の仕事の疲れをいやし、明日へ

の活力を蓄える大事な役目があります。家族そろ

って楽しめるよう献立内容を充実させましよう。

　と言っても、決してお金をたくさんかけて、デ

ラックスな夕食にするというのではありません。

家庭の経済に合わせ、また調理にかけられる時間

との兼ね合いも考えて、栄養的に整った献立を考

えればよいわけです。

　注意したいことは、夕食は一日の食事の中心で

はあっても、量を取り過ぎないことです一日の

食事のバランスを考えて、朝と昼の食事で取りき

れなかった栄養分を夕食で補えるよう、栄養面で

配慮することがポイントになります。

　わたしたちの体は、寝ている間に、体の細胞の

古くなった成分と取り替えられます。細胞の主な

成分はタンパク質ですが、このタンパク質が不足

するとスタミナは回復せず、疲れを翌日に持ち越

すことになります。また、細胞の新旧交代やスタ

ミナ回復、蓄積をスムーズに運ぶには、タンパ

ク質のほかにも十分なビタミン、ミネラルが必要

です。

　そのため夕食では、できればタンパク源である

魚、肉、卵、豆料理の中から二品以上を食卓にの

せ、さらにピタミン、ミネラル源となる緑黄色野

菜の料理も必ず一皿添えるようにしたいものです。

　夕食で動けなくなるほどたくさん食べると、や

たらに胃腸の負担を重くするだけでなく、肥満に

つながります。夕食後はエネルギーD消耗が少な

いため、皮下脂肪として貯蔵されてしまいます。

特に主食となるご飯など糖質の多い食べ物は、も

う少し食べたいと思うころやめて、腹八分目を心

掛けたいものです。

隣
榊
雛
警

　
　
　
　
　
農
業
委
員
会

　
農
地
を
宅
地
、
林
地
等
に
転
用
す

る
に
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
地
目
が
田
、
畑
の
場

所
に
植
林
や
住
宅
等
を
新
築
す
る
と

き
に
は
、
農
振
法
の
認
可
と
農
地
法

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
自
分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
無

断
に
植
林
し
た
り
、
住
宅
、
車
庫
な

ど
を
建
て
る
と
、
取
り
壊
し
現
状
回

復
さ
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
来
年
農
地
に
新
築
や
植
林
さ
れ
る

予
定
の
方
は
十
一
月
未
ま
で
に
農
業

委
員
会
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

き
の
こ
研
修
会

▼
期
日

▼
会
場

▼
集
合

▼
講
師

10
月
1
1
日
大
厳
寺
高
原

▼
そ
の
他

m
月
”
日

大
厳
寺
原

午
前
9
時
3
0
分

大
厳
寺
原
駐
車
場

日
本
菌
学
会
会
員

早
川
幸
一
先
生

　
小
雨
決
行
、
昼
食
持
参

（
き
の
こ
汁
を
サ
ー
ビ
ス
）

主
催

　
東
頚
城
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　
東
頚
城
郡
理
科
教
育
研
究
会
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松
之
山
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
有
志
の
夜
店
は
大
繁
盛

　
松
之
山
部
落
の
秋
祭
が
九
月
五
日

六
日
の
両
日
盛
大
に
行
わ
れ
、
趣
向

を
こ
ら
し
た
山
車
や
子
供
み
こ
し
が

目
抜
き
通
り
を
ね
り
歩
き
祭
気
分
を

も
り
あ
げ
ま
し
た
。

　
夜
は
歩
行
者
天
国
に
地
元
有
志
の

夜
店
（
金
魚
す
く
い
・
焼
い
か
・
風

船
な
ど
）
が
並
び
農
協
加
工
所
前
広

場
で
は
じ
ん
ぎ
す
か
ん
祭
が
開
か
れ

民
踊
流
し
、
花
火
大
会
に
約
千
五
百

人
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
翌
日
六
日
は
公
会
堂
で
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
の
演
芸
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

祭の華夜空に大輪
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職

員
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▽
採
用
職
種
と
人
員

〇
一
般
事
務
　
　
　
男
子
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
一
名

（
経
理
、
文
書
、
受
付
、
庶
務
）

○
施
設
担
当
職
　
　
　
男
子
二
名

（
機
器
の
保
守
管
理
、
館
内
外
の
整

　
備
、
大
型
自
動
車
の
運
転
）

○
事
業
担
当
職

商
品
開
発
部
門
　
　
男
子
一
名

（
商
品
開
発
、
商
品
検
査
V

物
品
販
売
部
門
、
臨
時
雇
用
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

（
地
場
産
品
の
展
示
販
売
）

　
喫
茶
部
門
　
　
　
　
　
男
子
一
名

　
　
　
　
　
臨
時
雇
用
女
子
一
名

▽
受
験
資
格

　
十
日
町
市
及
び
中
魚
沼
郡
、
南
魚

　
沼
郡
、
松
代
町
、
松
之
山
町
に
住

所
を
有
す
る
人
。

〇
一
般
事
務
及
び
事
業
担
当
職
員

高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
で
昭
和

　
二
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
。

○
施
設
担
当
職
員

　
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者
で
昭
和

　
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
人
。

▽
受
付
期
間

　
九
月
二
十
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
＋
月
＋
五
日
ま
で

▽
試
験
日

○
第
一
次
　
十
月
二
十
三
日
（
土
）

○
第
二
次
　
十
一
月
上
旬

▽
申
込
書
類

○
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
自
筆
）

○
卒
業
見
込
の
人
は
卒
業
見
込
証
明

　
書

○
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
見
込

　
者
は
前
年
の
も
の
）

○
住
民
票
の
謄
本
一
通

▽
申
込
書
提
出
先

〇
十
日
町
市
千
歳
町
三
丁
目
三
番
地

＋
日
町
市
役
所
内

　
財
団
法
人
、
十
日
町
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
局

〇
十
日
町
市
下
川
原
町

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

夕食は一日の総決算

　夕食には、一日の仕事の疲れをいやし、明日へ

の活力を蓄える大事な役目があります。家族そろ

って楽しめるよう献立内容を充実させましよう。

　と言っても、決してお金をたくさんかけて、デ

ラックスな夕食にするというのではありません。

家庭の経済に合わせ、また調理にかけられる時間

との兼ね合いも考えて、栄養的に整った献立を考

えればよいわけです。

　注意したいことは、夕食は一日の食事の中心で

はあっても、量を取り過ぎないことです一日の

食事のバランスを考えて、朝と昼の食事で取りき

れなかった栄養分を夕食で補えるよう、栄養面で

配慮することがポイントになります。

　わたしたちの体は、寝ている間に、体の細胞の

古くなった成分と取り替えられます。細胞の主な

成分はタンパク質ですが、このタンパク質が不足

するとスタミナは回復せず、疲れを翌日に持ち越

すことになります。また、細胞の新旧交代やスタ

ミナ回復、蓄積をスムーズに運ぶには、タンパ

ク質のほかにも十分なビタミン、ミネラルが必要

です。

　そのため夕食では、できればタンパク源である

魚、肉、卵、豆料理の中から二品以上を食卓にの

せ、さらにピタミン、ミネラル源となる緑黄色野

菜の料理も必ず一皿添えるようにしたいものです。

　夕食で動けなくなるほどたくさん食べると、や

たらに胃腸の負担を重くするだけでなく、肥満に

つながります。夕食後はエネルギーD消耗が少な

いため、皮下脂肪として貯蔵されてしまいます。

特に主食となるご飯など糖質の多い食べ物は、も

う少し食べたいと思うころやめて、腹八分目を心

掛けたいものです。

隣
榊
雛
警

　
　
　
　
　
農
業
委
員
会

　
農
地
を
宅
地
、
林
地
等
に
転
用
す

る
に
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
地
目
が
田
、
畑
の
場

所
に
植
林
や
住
宅
等
を
新
築
す
る
と

き
に
は
、
農
振
法
の
認
可
と
農
地
法

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
自
分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ
て
無

断
に
植
林
し
た
り
、
住
宅
、
車
庫
な

ど
を
建
て
る
と
、
取
り
壊
し
現
状
回

復
さ
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
来
年
農
地
に
新
築
や
植
林
さ
れ
る

予
定
の
方
は
十
一
月
未
ま
で
に
農
業

委
員
会
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

き
の
こ
研
修
会

▼
期
日

▼
会
場

▼
集
合

▼
講
師

10
月
1
1
日
大
厳
寺
高
原

▼
そ
の
他

m
月
”
日

大
厳
寺
原

午
前
9
時
3
0
分

大
厳
寺
原
駐
車
場

日
本
菌
学
会
会
員

早
川
幸
一
先
生

　
小
雨
決
行
、
昼
食
持
参

（
き
の
こ
汁
を
サ
ー
ビ
ス
）

主
催

　
東
頚
城
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　
東
頚
城
郡
理
科
教
育
研
究
会
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ヨ
シ

　
郡
内
最
長
寿
で
あ
る
坪
野
の
村
山
吉
ノ
さ
ん
（
一
〇
一
歳
）
宅

に
九
月
十
四
日
福
祉
事
務
所
長
代
理
と
松
之
山
町
長
が
訪
れ
、
知

事
か
ら
の
お
祝
の
賞
状
と
果
物
か
ご
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
シ

　
吉
ノ
さ
ん
は
、
今
年
も
元
気
で
敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　ヨシ101歳郡内最高齢村山吉ノさん

湯
沢
駅
前
に
駐
車
場
完
成

行される時などお気軽

400メートル以上の高地でまたも冷害
　
標
高
四
〇
〇
メ

ー
タ
ー
以
上
の
水

田
は
今
年
も
冷
害

を
受
け
、
町
で
は

約
三
千
七
百
万
円
、

二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
被
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に

田
麦
立
地
区
が
被

害
が
大
き
く
三
年

続
き
の
冷
害
で
、

深
刻
な
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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上
越
新
幹
線
開
通
記
念

　
県
観
光
協
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り

上
越
新
幹
線
開
通
記
念
と
し
て
「
県

民
が
え
ら
ぶ
、
に
い
が
た
景
勝
一
〇

〇
選
」
の
人
気
投
票
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
県
下
二
〇
〇
ヵ
所
の
景
勝
地
が
候

補
地
と
し
て
選
ば
れ
、
松
之
山
町
か

ら
は
三
ケ
所
が
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

⑰
大
厳
寺
原
高
原

⑭
岩
見
堂

＠
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
マ
リ
ア
観

　
　
音
の
里

▽
応
募
期
間

　
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

▽
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
推
薦
し
た
い
候
補
地
一

ヵ
所
と
そ
の
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
。

　
一
人
何
枚
で
も
応
募
可
能
、
但
し

ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き
候
補
地
は
必
ず

一
ヵ
所
に
限
り
ま
す
。

▽
あ
て
先

51

新
潟
西
郵
便
局
私
書
箱
第
一
号

9　
　
新
潟
日
報
社

〒　
　
　
「
景
勝
一
〇
〇
選
」
係

▽
発
表

　
十
一
月
十
五
日
の
新
潟
日
報
紙
上

▽
賞
品

　
応
募
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
抽
選
で
四

三
二
人
に
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

　
特
賞
は
十
万
円
の
旅
行
券
ほ
か
。

　
麗
羅
縄
翻
闘
腱
趾
H

10月10日より

1日3，053円に

豚
卿
剰

10

月
9
日
（
土
）
　
指
定
休
日

　
　
2
3
日
（
土
）
　
医
師
都
合

▽
毎
週
火
曜
日
は
湯
本
出
張
日
で
す
。

▽
東
川
出
張
日

14
日
・
2
8
日

▽
浦
田
出
張
日

7
日
・
2
1
日

時
間
給
の
労
働
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
　
三
八
二
円

1
　
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
日
以
降
、

　
一
日
三
、
〇
五
三
円
、
た
だ
し
時

　
間
給
の
労
働
者
は
一
時
間
三
八
二

　
円
。

2
　
時
間
額
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ

　
れ
る
労
働
者
は
、
賃
金
支
払
形
態

が
一
時
間
当
た
り
○
○
円
と
い
う

　
形
で
の
時
間
給
契
約
者
の
み
。

　
　
パ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
一
日
○
○

　
円
と
い
う
日
額
に
よ
る
契
約
の
場

　
合
は
、
労
働
時
間
の
如
何
に
か
か

　
わ
ら
ず
、
日
額
の
最
低
賃
金
が
、

　
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
。

3
　
次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
か
ら
除

　
か
れ
ま
す
。

①
交
通
費
、
家
族
手
当
、
精
皆
勤

　
　
手
当
。

②
時
間
外
労
働
な
ど
の
割
増
賃
金

③
賞
与
な
ど
臨
時
の
賃
金

4
　
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
り

著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
労
働
者

な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
法

第
八
条
に
よ
り
労
働
基
準
局
長
の

許
可
を
う
け
れ
ば
最
低
賃
金
額
以

　
下
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　
そ
の
他
、
不
明
の
点
に
っ
い
て

は
、
監
督
署
又
は
基
準
局
へ
お
問

合
せ
下
さ
い
。

■
松
口
地
区
（
金
曜
日
）

　
1
日
、
8
日
、
1
5
日
、
2
2
日
、

　
2
9
日

■
東
川
地
区

▽
木
曜
日
の
東
川
出
張

　
1
4
日
、
28
日

▽
月
曜
日
の
松
之
山
診
療
所

　
4
日
、
18
日

■
浦
田
地
区

▽
木
曜
日
の
浦
田
出
張

　
7
日
・
2
1
日

▽
月
曜
日
の
松
之
山
診
療
所

・
2
5
日

■
三
省
地
区
（
水
曜
日
）

6
日
、
1
3
日
、
2
0
日
、
27
日
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ヨ
シ

　
郡
内
最
長
寿
で
あ
る
坪
野
の
村
山
吉
ノ
さ
ん
（
一
〇
一
歳
）
宅

に
九
月
十
四
日
福
祉
事
務
所
長
代
理
と
松
之
山
町
長
が
訪
れ
、
知

事
か
ら
の
お
祝
の
賞
状
と
果
物
か
ご
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヨ
シ

　
吉
ノ
さ
ん
は
、
今
年
も
元
気
で
敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　ヨシ101歳郡内最高齢村山吉ノさん

湯
沢
駅
前
に
駐
車
場
完
成

行される時などお気軽

400メートル以上の高地でまたも冷害
　
標
高
四
〇
〇
メ

ー
タ
ー
以
上
の
水

田
は
今
年
も
冷
害

を
受
け
、
町
で
は

約
三
千
七
百
万
円
、

二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
被
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に

田
麦
立
地
区
が
被

害
が
大
き
く
三
年

続
き
の
冷
害
で
、

深
刻
な
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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上
越
新
幹
線
開
通
記
念

　
県
観
光
協
会
な
ど
の
主
催
に
よ
り

上
越
新
幹
線
開
通
記
念
と
し
て
「
県

民
が
え
ら
ぶ
、
に
い
が
た
景
勝
一
〇

〇
選
」
の
人
気
投
票
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
県
下
二
〇
〇
ヵ
所
の
景
勝
地
が
候

補
地
と
し
て
選
ば
れ
、
松
之
山
町
か

ら
は
三
ケ
所
が
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

⑰
大
厳
寺
原
高
原

⑭
岩
見
堂

＠
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
マ
リ
ア
観

　
　
音
の
里

▽
応
募
期
間

　
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

▽
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
推
薦
し
た
い
候
補
地
一

ヵ
所
と
そ
の
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
。

　
一
人
何
枚
で
も
応
募
可
能
、
但
し

ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き
候
補
地
は
必
ず

一
ヵ
所
に
限
り
ま
す
。

▽
あ
て
先

51

新
潟
西
郵
便
局
私
書
箱
第
一
号

9　
　
新
潟
日
報
社

〒　
　
　
「
景
勝
一
〇
〇
選
」
係

▽
発
表

　
十
一
月
十
五
日
の
新
潟
日
報
紙
上

▽
賞
品

　
応
募
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
抽
選
で
四

三
二
人
に
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

　
特
賞
は
十
万
円
の
旅
行
券
ほ
か
。

　
麗
羅
縄
翻
闘
腱
趾
H

10月10日より

1日3，053円に

豚
卿
剰

10

月
9
日
（
土
）
　
指
定
休
日

　
　
2
3
日
（
土
）
　
医
師
都
合

▽
毎
週
火
曜
日
は
湯
本
出
張
日
で
す
。

▽
東
川
出
張
日

14
日
・
2
8
日

▽
浦
田
出
張
日

7
日
・
2
1
日

時
間
給
の
労
働
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
　
三
八
二
円

1
　
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
日
以
降
、

　
一
日
三
、
〇
五
三
円
、
た
だ
し
時

　
間
給
の
労
働
者
は
一
時
間
三
八
二

　
円
。

2
　
時
間
額
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ

　
れ
る
労
働
者
は
、
賃
金
支
払
形
態

が
一
時
間
当
た
り
○
○
円
と
い
う

　
形
で
の
時
間
給
契
約
者
の
み
。

　
　
パ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
一
日
○
○

　
円
と
い
う
日
額
に
よ
る
契
約
の
場

　
合
は
、
労
働
時
間
の
如
何
に
か
か

　
わ
ら
ず
、
日
額
の
最
低
賃
金
が
、

　
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
ま
す
。

3
　
次
の
賃
金
は
最
低
賃
金
か
ら
除

　
か
れ
ま
す
。

①
交
通
費
、
家
族
手
当
、
精
皆
勤

　
　
手
当
。

②
時
間
外
労
働
な
ど
の
割
増
賃
金

③
賞
与
な
ど
臨
時
の
賃
金

4
　
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
り

著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
労
働
者

な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
法

第
八
条
に
よ
り
労
働
基
準
局
長
の

許
可
を
う
け
れ
ば
最
低
賃
金
額
以

　
下
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
　
そ
の
他
、
不
明
の
点
に
っ
い
て

は
、
監
督
署
又
は
基
準
局
へ
お
問

合
せ
下
さ
い
。

■
松
口
地
区
（
金
曜
日
）

　
1
日
、
8
日
、
1
5
日
、
2
2
日
、

　
2
9
日

■
東
川
地
区

▽
木
曜
日
の
東
川
出
張

　
1
4
日
、
28
日

▽
月
曜
日
の
松
之
山
診
療
所

　
4
日
、
18
日

■
浦
田
地
区

▽
木
曜
日
の
浦
田
出
張

　
7
日
・
2
1
日

▽
月
曜
日
の
松
之
山
診
療
所

・
2
5
日

■
三
省
地
区
（
水
曜
日
）

6
日
、
1
3
日
、
2
0
日
、
27
日
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年
金
額
四
％
ア
ッ
プ
9
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
齢
福
祉
年
金
は
月
額
一

　
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
八
月
六
日
、
第
九
十
六
通

常
国
会
で
成
立
し
、
十
三
日
公
布
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
特
例
と
し
て
、

五
十
六
年
度
の
全
国
消
費
者
物
価
上

昇
率
四
％
を
基
準
に
、
拠
出
制
国
民

年
金
は
八
月
か
ら
、
福
祉
年
金
は
九

月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

◆
拠
出
年
金
（
八
月
か
ら
）

▽
老
齢
年
金

〇
五
年
年
金

　
二
四
、
三
六
七
円
↓
二
五
、
三
五
八
円

〇
十
年
年
金

　
二
八
、
六
二
五
円
↓
二
九
、
七
九
二
円

〇
二
十
五
年
納
付

　四五、

二
七
五
円
↓
四
七
、
一
二
五
円

〇
三
十
年
納
付

　五

四
、
三
三
三
円
↓
五
六
、
五
五
〇
円

▽
障
害
年
金

〇
一
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、

　
五
六
、
三
二
五
円
↓
五
八
、
六
二
五
円

〇
二
級

　
四
五
、
〇
五
八
円
↓
四
六
、
九
〇
〇
円

▽
母
子
年
金

　
六
〇
、
〇
五
八
円
↓
六
一
、
九
〇
〇
円

※
九
月
の
定
期
支
払
い
に
六
月
と
七

月
分
は
旧
年
金
額
で
、
八
月
分
は
新

年
金
額
で
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
福
祉
年
金
（
九
月
か
ら
）

▽
老
齢
福
祉
年
金

　
二
四
、
○
○
○
円
↓
二
五
、
一
〇
〇
円

愛
の
交
信
ア
カ
イ
ハ
ネ

今
年
も
あ
な
た
の
胸
に

　
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
の
共

同
募
金
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
た
す
け
あ
い
の
心
「
お
互
い
に
困

っ
た
と
き
は
た
す
け
あ
い
、
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
活
動

に
進
ん
で
参
加
し
よ
う
」
と
い
う
一

人
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ
と
、
た
す
け

あ
い
の
心
を
表
し
た
も
の
、
そ
れ
が

赤
い
羽
根
で
す
。

　
共
同
募
金
運
動
は
戦
後
間
も
な
い

一
〇
〇
円
に
…

　
▽
障
害
福
祉
年
金

　
〇
一
級

　
　
三
六
、
○
○
○
円
↓
三
七
、
七
〇
〇
円

　
〇
二
級

　
　
二
四
、
○
○
○
円
↓
二
五
、
一
〇
〇
円

　
※
十
二
月
期
の
支
払
い
に
（
請
求
が

　
あ
っ
た
場
合
に
は
十
一
月
に
支
払
）

　
　
八
月
分
は
旧
年
金
額
で
、
九
月
、

　
十
月
、
十
一
月
分
は
新
年
金
額
で
支

　
払
わ
れ
ま
す
。

　
◆
厚
生
年
金
お
よ
び
船
員
保
険
の
老

織
難
難

昭
和
二
十
二
年
に
産
声
を
上
げ
て
以

来
、
今
年
で
三
十
六
回
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の

お
金
は
約
千
七
百
四
十
二
億
円
に
も

上
り
、
老
人
福
祉
、
心
身
障
害
者
福

祉
、
児
童
福
祉
、
地
域
福
祉
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
社
会
福
祉
事
業
や
更
生

保
護
事
業
を
進
め
る
た
め
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昨
年

は
全
国
で
百
八
十
五
億
円
に
上
る
寄

付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
共
同
募
金
運
動
発
足

三
十
五
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
老
人
と
障
害
者

の
生
き
が
い
対
策
の
た
め
の
全
国
共

通
特
別
配
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
や
さ
し
さ
を
隣
人
に
…
…
…

　
　
　
　
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

齢
、
障
害
、
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、

八
月
の
定
期
に
旧
年
金
額
で
三
カ
月

分
（
五
・
六
・
七
月
分
）
を
支
払
っ

て
い
ま
す
の
で
、
十
一
月
支
払
期
に

新
年
金
額
で
計
算
さ
れ
た
八
・
九
・

十
月
の
三
カ
月
分
に
七
月
分
の
差
額

分
を
含
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
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璽
の
手
で
傳
ぱ
せ
、
わ
が
子
も
他
人
の
子
も

　
　
　
　
～
全
国
防
犯
運
動
　
1
0
月
1
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で
～

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
全
国
い
っ
せ
い
に
防
犯
運

動
が
（
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
）

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
み
ん
な

で
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
乗
物
盗
を
防
ご
う

　
郡
内
で
は
自
動
車
バ
イ
ク
等
の
乗

物
盗
が
続
発
し
て
お
り
、
昨
年
は
十

九
台
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
す
で

に
六
台
が
盗
難
に
か
か
っ
て
お
り
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
「
キ
ー
付
駐
車
」

が
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
自
動
車
、
バ
イ
ク
を
停
め
て
お
く

と
き
は
必
ず
「
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
」
を

抜
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

◎
少
年
の
非
行
を
防
止
し
よ
う
。

　
少
年
非
行
は
全
国
的
に
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
や
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
遠
く
に
あ
る
も
の
は
必
ず
近
く
に

や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
非
行
の
波
は
こ
の
東
頚
城
に
も

一
歩
一
歩
押
し
よ
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育

成
す
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
に
お
け
る
非
行
防
止
■

　
　
　
　
　
　
　
1
0
ポ
イ
ン
ト

①
子
供
を
放
任
す
る
な
。

（
子
供
を
育
て
る
責
務
と
自
覚
を
）

②
親
の
権
威
を
失
う
な
。

電
報
は
、
ま
ご
こ
ろ
を
伝
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
お
祝
い
電
報
は
三
日
前
ま
で
割
引
！

（
し
つ
け
に
自
信
を
）

③
子
は
親
を
写
す
鏡
で
あ
る
こ
と
を

　
忘
れ
る
な
。

（
自
ら
を
き
び
し
く
）

④
親
子
の
対
話
を
忘
れ
る
な
。

（
子
供
に
理
解
を
）

⑤
子
供
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ

　
せ
る
。

（
生
活
の
基
本
マ
ナ
ー
を
）

⑥
子
供
に
過
度
の
期
待
を
か
け
る
な
。

（
適
切
な
目
標
と
進
路
を
）

配
達
日
指
定
の
お
祝
い
電
報

　
結
婚
な
ど
の
お
祝
い
電
報
は
、
配

達
日
の
十
日
前
か
ら
三
日
前
ま
で
に

お
う
ち
に
な
り
ま
す
と
、
一
五
〇
円

割
引
に
な
り
ま
す
。
　
「
配
達
日
指
定

の
お
祝
い
電
報
」
と
い
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
配
達
日
指
定
」
の
お
取
り
扱
い
は

無
料
で
、
配
達
日
の
午
前
、
ま
た
は

午
後
を
指
定
で
き
ま
す
。

　
大
安
日
と
金
曜
日
、
土
曜
日
は
大

変
こ
み
あ
い
ま
す
か
ら
、
ほ
か
の
日

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

慶
弔
電
報
は
特
別
紙
で
お
届
け

　
ご
婚
約
、
ご
結
婚
に
は
鶴
亀
、
お

祝
い
に
は
バ
ラ
の
花
、
ま
た
、
お
く

や
み
に
は
蓮
の
花
の
特
別
紙
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

⑦
子
供
を
甘
や
か
す
な
。

（
忍
耐
力
と
自
律
心
を
）

⑧
小
さ
い
時
か
ら
し
つ
け
る
こ
と
を

　
忘
れ
る
な
。

（
後
で
悲
し
ま
な
い
た
め
に
）

⑨
二
つ
し
か
っ
た
ら
三
つ
ほ
め
る
心

　
が
け
を
。

（
い
つ
も
は
げ
み
と
暖
か
さ
を
）

⑩
子
供
に
目
標
を
持
た
せ
る
。

（
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
を
正
し

　
く
）
　
　
1
安
塚
警
察
署
1

9
慰
警

松
里
農
協
前
に
設
置

　
最
新
式
の
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
公
衆
電

話
が
八
月
下
旬
に
松
里
農
協
前
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
衆
電
話
は
、
回
転
ダ
イ
ヤ

ル
を
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
に
取
替
し
た
も

の
で
、
．
電
卓
の
よ
う
に
相
手
の
番
号

を
押
す
こ
と
に
よ
り
呼
び
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
利
用
の
多
い
町
役
場
、

農
協
な
ど
十
か
所
を
ピ
・
ポ
・
パ
で

つ
な
が
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
交

換
機
が
記
憶
し
て
い
ま
す
の
で
更
に

便
利
に
、
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
公
衆
電
話
内
の
利
用

案
内
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



I
o
り
①
N
I

昭和57年10月5日　“1”1”11”“”””1””1“”1”1””1”IIII”“””ll”1””lll”1”III”1””1”II”””III””II”“Ill”III”1“III”1”1”lll”1”Illl”II”1”””Ill””【12】

年
金
額
四
％
ア
ッ
プ
9
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
齢
福
祉
年
金
は
月
額
一

　
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
八
月
六
日
、
第
九
十
六
通

常
国
会
で
成
立
し
、
十
三
日
公
布
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
特
例
と
し
て
、

五
十
六
年
度
の
全
国
消
費
者
物
価
上

昇
率
四
％
を
基
準
に
、
拠
出
制
国
民

年
金
は
八
月
か
ら
、
福
祉
年
金
は
九

月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

◆
拠
出
年
金
（
八
月
か
ら
）

▽
老
齢
年
金

〇
五
年
年
金

　
二
四
、
三
六
七
円
↓
二
五
、
三
五
八
円

〇
十
年
年
金

　
二
八
、
六
二
五
円
↓
二
九
、
七
九
二
円

〇
二
十
五
年
納
付

　四五、

二
七
五
円
↓
四
七
、
一
二
五
円

〇
三
十
年
納
付

　五

四
、
三
三
三
円
↓
五
六
、
五
五
〇
円

▽
障
害
年
金

〇
一
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
、

　
五
六
、
三
二
五
円
↓
五
八
、
六
二
五
円

〇
二
級

　
四
五
、
〇
五
八
円
↓
四
六
、
九
〇
〇
円

▽
母
子
年
金

　
六
〇
、
〇
五
八
円
↓
六
一
、
九
〇
〇
円

※
九
月
の
定
期
支
払
い
に
六
月
と
七

月
分
は
旧
年
金
額
で
、
八
月
分
は
新

年
金
額
で
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
福
祉
年
金
（
九
月
か
ら
）

▽
老
齢
福
祉
年
金

　
二
四
、
○
○
○
円
↓
二
五
、
一
〇
〇
円

愛
の
交
信
ア
カ
イ
ハ
ネ

今
年
も
あ
な
た
の
胸
に

　
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
の
共

同
募
金
運
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
た
す
け
あ
い
の
心
「
お
互
い
に
困

っ
た
と
き
は
た
す
け
あ
い
、
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
活
動

に
進
ん
で
参
加
し
よ
う
」
と
い
う
一

人
ひ
と
り
の
や
さ
し
さ
と
、
た
す
け

あ
い
の
心
を
表
し
た
も
の
、
そ
れ
が

赤
い
羽
根
で
す
。

　
共
同
募
金
運
動
は
戦
後
間
も
な
い

一
〇
〇
円
に
…

　
▽
障
害
福
祉
年
金

　
〇
一
級

　
　
三
六
、
○
○
○
円
↓
三
七
、
七
〇
〇
円

　
〇
二
級

　
　
二
四
、
○
○
○
円
↓
二
五
、
一
〇
〇
円

　
※
十
二
月
期
の
支
払
い
に
（
請
求
が

　
あ
っ
た
場
合
に
は
十
一
月
に
支
払
）

　
　
八
月
分
は
旧
年
金
額
で
、
九
月
、

　
十
月
、
十
一
月
分
は
新
年
金
額
で
支

　
払
わ
れ
ま
す
。

　
◆
厚
生
年
金
お
よ
び
船
員
保
険
の
老

織
難
難

昭
和
二
十
二
年
に
産
声
を
上
げ
て
以

来
、
今
年
で
三
十
六
回
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意
の

お
金
は
約
千
七
百
四
十
二
億
円
に
も

上
り
、
老
人
福
祉
、
心
身
障
害
者
福

祉
、
児
童
福
祉
、
地
域
福
祉
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
社
会
福
祉
事
業
や
更
生

保
護
事
業
を
進
め
る
た
め
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
昨
年

は
全
国
で
百
八
十
五
億
円
に
上
る
寄

付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
共
同
募
金
運
動
発
足

三
十
五
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
老
人
と
障
害
者

の
生
き
が
い
対
策
の
た
め
の
全
国
共

通
特
別
配
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
や
さ
し
さ
を
隣
人
に
…
…
…

　
　
　
　
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

齢
、
障
害
、
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、

八
月
の
定
期
に
旧
年
金
額
で
三
カ
月

分
（
五
・
六
・
七
月
分
）
を
支
払
っ

て
い
ま
す
の
で
、
十
一
月
支
払
期
に

新
年
金
額
で
計
算
さ
れ
た
八
・
九
・

十
月
の
三
カ
月
分
に
七
月
分
の
差
額

分
を
含
め
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
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璽
の
手
で
傳
ぱ
せ
、
わ
が
子
も
他
人
の
子
も

　
　
　
　
～
全
国
防
犯
運
動
　
1
0
月
1
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で
～

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
全
国
い
っ
せ
い
に
防
犯
運

動
が
（
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
）

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
み
ん
な

で
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
乗
物
盗
を
防
ご
う

　
郡
内
で
は
自
動
車
バ
イ
ク
等
の
乗

物
盗
が
続
発
し
て
お
り
、
昨
年
は
十

九
台
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
す
で

に
六
台
が
盗
難
に
か
か
っ
て
お
り
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
「
キ
ー
付
駐
車
」

が
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
自
動
車
、
バ
イ
ク
を
停
め
て
お
く

と
き
は
必
ず
「
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
」
を

抜
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

◎
少
年
の
非
行
を
防
止
し
よ
う
。

　
少
年
非
行
は
全
国
的
に
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
や
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
遠
く
に
あ
る
も
の
は
必
ず
近
く
に

や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
非
行
の
波
は
こ
の
東
頚
城
に
も

一
歩
一
歩
押
し
よ
せ
て
き
て
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育

成
す
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
に
お
け
る
非
行
防
止
■

　
　
　
　
　
　
　
1
0
ポ
イ
ン
ト

①
子
供
を
放
任
す
る
な
。

（
子
供
を
育
て
る
責
務
と
自
覚
を
）

②
親
の
権
威
を
失
う
な
。

電
報
は
、
ま
ご
こ
ろ
を
伝
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
お
祝
い
電
報
は
三
日
前
ま
で
割
引
！

（
し
つ
け
に
自
信
を
）

③
子
は
親
を
写
す
鏡
で
あ
る
こ
と
を

　
忘
れ
る
な
。

（
自
ら
を
き
び
し
く
）

④
親
子
の
対
話
を
忘
れ
る
な
。

（
子
供
に
理
解
を
）

⑤
子
供
に
善
悪
の
け
じ
め
を
つ
け
さ

　
せ
る
。

（
生
活
の
基
本
マ
ナ
ー
を
）

⑥
子
供
に
過
度
の
期
待
を
か
け
る
な
。

（
適
切
な
目
標
と
進
路
を
）

配
達
日
指
定
の
お
祝
い
電
報

　
結
婚
な
ど
の
お
祝
い
電
報
は
、
配

達
日
の
十
日
前
か
ら
三
日
前
ま
で
に

お
う
ち
に
な
り
ま
す
と
、
一
五
〇
円

割
引
に
な
り
ま
す
。
　
「
配
達
日
指
定

の
お
祝
い
電
報
」
と
い
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
配
達
日
指
定
」
の
お
取
り
扱
い
は

無
料
で
、
配
達
日
の
午
前
、
ま
た
は

午
後
を
指
定
で
き
ま
す
。

　
大
安
日
と
金
曜
日
、
土
曜
日
は
大

変
こ
み
あ
い
ま
す
か
ら
、
ほ
か
の
日

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

慶
弔
電
報
は
特
別
紙
で
お
届
け

　
ご
婚
約
、
ご
結
婚
に
は
鶴
亀
、
お

祝
い
に
は
バ
ラ
の
花
、
ま
た
、
お
く

や
み
に
は
蓮
の
花
の
特
別
紙
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

⑦
子
供
を
甘
や
か
す
な
。

（
忍
耐
力
と
自
律
心
を
）

⑧
小
さ
い
時
か
ら
し
つ
け
る
こ
と
を

　
忘
れ
る
な
。

（
後
で
悲
し
ま
な
い
た
め
に
）

⑨
二
つ
し
か
っ
た
ら
三
つ
ほ
め
る
心

　
が
け
を
。

（
い
つ
も
は
げ
み
と
暖
か
さ
を
）

⑩
子
供
に
目
標
を
持
た
せ
る
。

（
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
を
正
し

　
く
）
　
　
1
安
塚
警
察
署
1

9
慰
警

松
里
農
協
前
に
設
置

　
最
新
式
の
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
公
衆
電

話
が
八
月
下
旬
に
松
里
農
協
前
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
衆
電
話
は
、
回
転
ダ
イ
ヤ

ル
を
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
に
取
替
し
た
も

の
で
、
．
電
卓
の
よ
う
に
相
手
の
番
号

を
押
す
こ
と
に
よ
り
呼
び
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
利
用
の
多
い
町
役
場
、

農
協
な
ど
十
か
所
を
ピ
・
ポ
・
パ
で

つ
な
が
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
交

換
機
が
記
憶
し
て
い
ま
す
の
で
更
に

便
利
に
、
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
公
衆
電
話
内
の
利
用

案
内
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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胃年の主張
原稿締切10月22日

今
年
の
課
題

qD
青
春
、
こ
こ
に
打
ち
込
む

　
仕
事
、
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
冒
険
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
い
ま
、
あ
な
た
が
打
ち
込
ん

で
い
る
も
の
、
青
春
を
生
き
て
い
る

と
感
じ
る
も
の
は
何
で
す
か
。

ω
わ
た
し
の
生
き
方
を
変
え
た
も
の

　
あ
る
人
物
、
あ
る
事
件
、
あ
る
書

物
と
の
出
会
い
。
あ
な
た
を
挫
折
、

失
敗
か
ら
立
直
ら
せ
た
も
の
。

　
友
情
、
な
か
ま
同
志
の
連
帯
、
師

の
恩
、
家
族
の
愛
情
な
ど
。
あ
な
た

は
そ
こ
か
ら
何
を
得
ま
し
た
か
。

㈹
い
ま
、
日
本
を
考
え
る

　
い
ま
の
日
本
を
あ
な
た
は
ど
う
思

い
ま
す
か
。
何
を
変
え
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
か
。

　
ひ
と
り
の
日
本
人
と
し
て
、
外
国

の
人
々
に
主
張
し
た
い
こ
と
は
何
で

す
か
。

　
世
界
に
対
し
て
こ
れ
か
ら
の
日
本

は
何
を
な
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

第29回

NHK
新潟県大会

　
青
年
の
皆
さ
ん
が
何
を
感
じ
、
何

を
考
え
て
い
る
の
か
を
一
般
の
人
々

に
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、
若
い
世

代
の
清
新
に
し
て
、
か
つ
建
設
的
な

意
見
を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

▽
新
潟
県
大
会

　
n
月
2
1
日
⑲
　
午
後
一
時
開
演

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
第
一
ス
タ
ジ
オ

▽
放
送
日

　
n
月
2
8
日
印

　
ラ
ジ
オ
第
一
　
午
前
十
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
十
一
時
五
十
五
分
ま
で

▽
参
加
資
格

　
新
潟
県
に
お
住
ま
い
の
昭
和
三
十

二
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
四
十
二

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

▽
原
稿
締
切

　
十
月
二
十
二
日
樹

　
当
日
消
印
有
効

▽
賞

　
原
稿
審
査
に
合
格
さ
れ
た
方
は
県

大
会
に
出
場
。

　
県
大
会
の
最
優
秀
、
優
秀
の
か
た

に
は
賞
状
、
賞
品
を
贈
呈
。

　
最
優
秀
の
方
は
、
東
京
で
行
な
い

ま
す
関
東
甲
信
越
大
会
へ
出
場
。

　
な
お
、
全
国
大
会
出
場
者
の
う
ち
、

世
界
青
少
年
交
流
協
会
が
心
身
と
も

に
健
康
で
海
外
で
の
長
期
の
集
団
行

動
に
支
障
が
な
い
と
認
め
た
か
た
は
、

来
年
夏
、
同
協
会
が
お
こ
な
う
約
三

週
間
の
海
外
派
遣
行
事
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▽
送
り
先
、
間
い
合
わ
せ

50

新
潟
市
弁
天
一
1
四
－
一
五

　
〒
N
H
K
新
潟
放
送
局

　
「
青
年
の
主
張
」
係

　
費
〇
二
五
一
下
四
七
⊥
三
コ

▽
応
募
は
一
人
一
題
で
す

　
原
稿
に
は
応
募
票
を
添
え
て
く
だ

さ
い
（
応
募
用
紙
は
役
場
に
も
有
り

ま
す
。
）

　
課
題
一
つ
を
選
び
五
分
以
内
で
発

表
が
終
わ
る
よ
う
ま
と
め
て
く
だ
さ

い
。
　
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
四

枚
以
内
）

　人権侵害・土地・建物・相

続、損害賠償、その他の法律

問題でお困りの方の相談に応

じます。

　秘密は絶対に守られますか

ら、気軽においでください。

』　　10月12日午前10時から

　　　　　　午後3時まで

㎏　　自然休養村センター

　
会
局

　
議
支

　
協
越

　
員
上

　
委
局
町

　
護
務

　
擁
法
山

　
権
方

　
人
地
之

墜　
越
潟

　
上
新
松

　この相談は、国・県・町な

どが行う仕事で、目常生活で

困っている人のために開かれ

るものです。

　あなたが持っている行政へ

の苦情や要望を聞き、解決を

図ってくれるのが行政相談員

です。

あなたも利用してみませんか。

◎10月21臼（木）

　　午後1時から4時

　　老人憩いの家

◎10月22日（劃

　　午後1時から4時

　　浦田克雪センター

戸
籍
の
明
暗
九
月

□
う
ぶ
声

高
橋
正
作
（
天
水
島
・
隆
一
の
長
男
）

小
野
塚
悠
也
（
上
蝦
池
・
耕
三
の
長
男
）

■
お
く
や
み

福
原
カ
オ
イ
　
⑬
（
天
水
越
・
桶
屋
）

竹
内
　
繁
　
　
働
（
湯
之
島
・
臼
屋
）

高
橋
喜
助
　
　
倒
（
天
水
島
・
久
善
）

　
第
一
回
町
長
杯
争
奪

　
　
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
大
厳
寺
高
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー

プ
ン
記
念
行
事
の
町
長
杯
争
奪
テ
ニ

ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
、
十
一
月
三
日

大
厳
寺
高
原
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
町
テ
ニ
ス
協
会
と
松
之
山
町
の
主

催
で
、
種
目
は
男
子
ダ
ブ
ル
ス
と
混

合
ダ
ブ
ル
ス
で
す
。
参
加
希
望
者
は

十
月
二
十
日
ま
で
に
町
公
民
館
へ
申

し
込
み
下
さ
い
。
参
加
料
は
二
千
五

百
円
。
雨
天
の
場
合
は
来
年
の
春
。

　　　～東北電力～

10月20日（水）

午前8時から午後1時まで

新山・水梨・小谷

　　　　No．81

1982皿／5
嫌
　　一鰍繍聯輯、．評
　　　「■」－

秋の全国火災予防運動一11月26日一12月2日
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